
昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
八
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

三
三
） 

答

弁

第

三

三

号 

   

衆
議
院
議
員
小
沢
貞
孝
君
提
出
山
岳
遭
難
対
策
費
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
七
第
三
三
号 

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
沢
貞
孝
君
提
出
山
岳
遭
難
対
策
費
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

山
岳
遭
難
救
助
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
は
警
察
法
に
掲
げ
る
基
本
的
責
務
に
基
づ
き
警
察
山
岳
警
備
隊
を

組
織
し
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
係
を
保
ち
つ
つ
山
岳
遭
難
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
警
察
の

山
岳
遭
難
救
助
対
策
に
要
す
る
費
用
は
、
こ
の
業
務
の
性
格
な
ど
か
ら
、
当
該
山
岳
所
在
県
に
お
い
て
負
担
す

る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。 

夏
山
の
安
全
指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
班
の
通
常
の
活
動
に
伴
う
報
酬
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
引
き
続
き
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

ま
た
、
登
山
者
の
事
故
防
止
対
策
及
び
山
岳
遭
難
保
険
加
入
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
十
分
な
指
導
を

行
い
た
い
。 



三
に
つ
い
て 

夏
山
登
山
等
の
た
め
、
季
節
ご
と
に
多
数
の
人
が
訪
れ
る
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
臨
時
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
利
用
状
況
等
の
実
態
に
即
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
地
元
都
道
府
県
、
市
町
村
、
更
に
は
地
元
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
配
慮
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え 

る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




